
39 

 

ブレンディッドラーニングを導入した日本語授業 

―メディアセンターの支援によるシステム構築事例― 

 

立教大学 異文化コミュニケーション学部教授 池田 伸子 

 

１．システム構築に至る背景 

 近年の国際化の流れを受け、本学で学ぶ短期留学生数も増加を続けている。また、「大学

間交流」以外に、様々な学部が学部間で海外の大学と協定を結ぶことが増えてきたにより、

本学で学ぶ留学生の日本語能力や日本語学習に対するニーズが多様化してきている。 

 このような状況に対応し、効果的な日本語教育カリキュラムを展開するためには、学習

者のニーズに合う様々なコースを展開し、それを学習者に提供する必要がある。しかし、

大学で展開できるコースの数や授業時間数には限界があり、なかなか十分な教育を学習者

に提供できないという現実がある。 

 展開できる授業時間に限界がある中で、できる限り学習者の日本語学習を促進するため

には、個々の学習者が授業時間外に日本語を学べる機会を提供する必要がある。そこで、

紙媒体の宿題を学生に課したり、CD-Rom 媒体で学習者が学習するスタンドアローン型の

CALL 教材を学生に配布するなど、これまで様々な工夫を実践してきた。しかし、紙媒体

の宿題の場合には、学生が問題に答えてからフィードバックを得るまでの時間が長いため、

学生は宿題を提出してしまうと、自分の学習を改めて振り返るという作業に向かわないと

いう問題が生じ、また、スタンドアローン型の CD-Rom 教材では、学習者がきちんとそれ

を使って学習したかどうかのチェックができないという問題が生じてしまった。それを受

けて、2004 年から 2005 年までは、授業に組み込んだ形で授業時間内にコンピュータ教室

で CD-Rom 教材を使った学習をさせるという方法をとったが、これでは授業時間外の学習

を促進することにはならず、また、欠席した学生は学習の機会を失ってしまうため、その

ような形式での運用はあきらめざるを得なかった。 

 そこで、学生がいつでも、どこにいても日本語が学習できるようなシステムを構築する

ことを思い立ち、最初は初級用教材システムを開発、現在は中級用のシステムを開発し、

実際に運用を行っている。 

 

２．本学の日本語プログラムにおけるブレンディッドラーニング 

 学生が「いつでも、どこででも」学習できる環境というと、eラーニングを思い浮かべる

人が多いのではないだろうか。確かに、高等教育機関においても e ラーニングの導入は進

んでおり、その効果についての研究も数多く行われ、対面型の授業の予習や復習として e

ラーニングを利用することの効果等が実証されている（森田 2002、吉田 2003）。しかし、

１学期あるいは１年を通した教育プログラムという視点で見たとき、多くの e ラーニング

プログラムは失敗に終わっているように思える。ドロップアウト率が高いからである。「い
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つでも、どこででも」という eラーニングの利点が、「参加しない」ことを簡単にしてしま

っているのだ。 

 そこで、学生を途中でドロップアウトさせることなく、e ラーニングを活用するために、

近年注目が集まっているのが「ブレンディッドラーニング」である。その定義は研究者に

よって様々ではあるが、現在では、「伝統的な教室での対面授業と eラーニングを融合させ

た学習」と定義されることが多くなっている（Miller et al.  2004、Ginns and Ellis  2007）。

そして、この定義における e ラーニングとは、非同期分散型の自学自習コンテンツによる

学習、オンラインで提供される小テストの受験などの情報技術を活用したバーチャル空間

における学習を指している（安達 2007）。 

 そこで、本学における日本語プログラムでは、学生のドロップアウトを防ぐため、eラー

ニングを「非同期の自学自習文法ドリル、語彙ドリルを利用した学習」に用い、「このよう

な eラーニングの授業時間外の利用と従来の対面授業を組み合わせた学習環境」、つまりブ

レンディッドラーニングを導入している。このようなブレンディッドラーニングの形態は、

個々の学習者に授業時間外に e ラーニングを利用した予習や復習を行うことが可能な学習

環境を提供できるため、学習の効果・効率を高めることにつながる（安達 2007）と考え

たからである。 

 

３．初級、中級プログラムにおける導入事例 

３．１ 初級プログラムにおけるブレンディッドラーニング 

 初級プログラムでは、eラーニングを用いた文法学習、語彙学習を対面授業に組み込む形

でブレンディッドラーニングを実施している。学生には、授業で学んだ文型や新出語彙を e

ラーニング教材で復習することを課しており、その実施状況は最終成績に一定割合で組み

込まれている。 

３．２ 中級プログラムにおけるブレンディッドラーニング 

 中級プログラムは、新座で展開している「日本語中級」科目の履修者を対象に開発した

ものである。「日本語中級」は、レベルの異なる学生が１つのクラスで学ぶという特殊な科

目であるため、「個々の学生のレベルに合った文型、文法、及び語彙は eラーニング学習」、

「教室では、個々の学生が自分のレベルの日本語を用いてディスカッション等の口頭表現

を実施する」という「ブレンド」を取り入れたブレンディッドラーニングを導入している。

そのため、学生の e ラーニング教材への入り口は「日本語中級」という同一のものだが、

学生個別の IDとパスワードによって、表示される教材のレベルが違うという構造になって

いる。そうすることで、学生は、他の学生と異なる教材を履修しているという意識なしに、

自分に適したレベルの教材を学習できることになる。また、学生が間違って異なるレベル

の教材を使ってしまうリスクも回避できている。 
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図１ 教材サイト画面          図２ 学生ログイン画面 

 

４．効果 

 初級プログラムにおけるブレンディッドラーニングは、学生の日本語能力を向上させる

ために有用であるという結果が出ている（池田 2010）。具体的には、①最終成績は、e ラ

ーニング教材を利用した頻度からの影響があること。②毎週実施される文法クイズや語彙

クイズの成績は、eラーニング教材の利用頻度の合計ではなく、教師が提示した締め切り前

に e ラーニング教材を利用した頻度からの影響があることが明らかになっており、対面授

業時間外のオンライン教材へのアクセスが、初級日本語学習においてブレンディッドラー

ニングは有効であると言える。 

 中級プログラムにおいては、現在試行中であるため、その効果はまだ実証できていない

が、その効果が実証されれば、異なるレベルの学生を１つのクラスで教えるという新しい

日本語科目の可能性が示せると思っている。 

 

５．メディアセンターによる支援 

 展開できるクラス数に制限がある状況の中で、より効率的なプログラムを開発するため

に、筆者はこれまでにもさまざまな形で新しいメディアの活用を試みてきた。その過程に

おいて、新しいメディアの提供やシステム開発にあたってのアドバイス等、メディアセン

ターのサポートは欠かせないものであった。 

 今回の eラーニング教材の開発においても、最初は自分の研究室にサーバを置いて開発、

運営を行っていたが、メディアセンターがホスティングサービスを開始してくれたおかげ

で、開発環境、運用環境ともに著しく向上した。具体的には、スピードが速くなったこと、

電源管理の心配がなくなったこと、セキュリティ上の不安がなくなったことなどである。 

 情報機器が教育現場に普及し、それらを教育現場で活用することが求められる今、教員

が質の高い教育プログラムを開発し、運用していくためには、メディアセンターのサービ

スは必要不可欠なものである。今後も、さらに、本学の教育支援のために、有用なサービ

スを提供していただけることを、強くお願いすると同時に、これまでの支援に感謝の意を
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表したいと思う。 
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